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－－保育所・幼稚園・認定こども園との対比一

武藤大司

I.はじめに

1971年11月、中央社会福祉審議会職員問題専門分科会起草委員会にて示された「社会福祉専

門職員の充実強化方策としての『社会福祉士法』制定試案」では、「厚生大臣の指定する保母養

成機関及び短期大学水準での社会福祉科、保育科等を卒業して社会福祉又は保育の実務に従事す

る者も、社会福祉士体系の中に組込むこととする」としている'。

少なくともこの時点までは、「保母（現在でいう保育士）」資格をソーシャルワーカーとして

の国家資格である「社会福祉士」資格に吸収される形で法改正される流れになっていたという事

実が存在する2．このことは、今後における保育士資格の専門性を考えるうえでは決して忘れて

はならない重要な事柄であろう。

鶴宏史は「保育士は児童福祉法に基づく資格・職種であり、児童福祉施設に勤務しているが、

しかし、特に大多数を占める保育所保育士に限定すれば、果たしてどれだけの者が社会福祉専門

職としてのアイデンティティを有しているのであろうか。（中略）おそらく幼児教育専門職とし

てのそれを有しているものが多いと考えられる」と指摘している3．つまり、保育や幼児教育に

共通する「いわゆる5領域を中心とする生きる力の習得」という目標設定をしたうえで、クラス

運営方式での本人支援に主眼を置き、目の前にいる子どものみを対象ととらえた直接支援への偏

重がうかがえる。保育技術を狭義ととらえ、「いわゆるケアワーク」として認識されてしまって

いる、とも言い換えることができ、保育所保育士の日常的な業務を表面的に見た場合には、保育

士はケアワーカーである、と言ってしまう方が理解しやすい状況にあるのではないだろうか。

しかしながら、現在でいう障害児・虚弱児に関する福祉・保育・治療・教育等を1910年代か

ら実践し、研究してきた三田谷啓は、「泣いて子どものために不幸を訴えて来る母親に対し、涙の

二等分をするのが私の授かった天職の職分である」と述べ、三田谷が1926年に開設した三田谷治

療教育院における仕事の主なものとして、①こどもの収容、②こどもの相談、③母親の教育、の
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